
善
導
撰
蓮

の
成
立
繭
後
に

っ
い
て
 
(
藤

原
)

善
導
撰
述

の
成
立
前
後
に

つ
い
て

藤

原

凌

雪

善
導

の
著
述
は

五
部
九
巻
と

い
わ

れ
て
來
た
。

こ
の
外
に
も
若
干

の
書
名
が

古
來

の
話
題

と
な
り
、

又
緻
燵

出
土
本

の
申
に
も
西
方
禮

讃
文
や
西
方
讃
が
獲

見

さ
れ
て
は

い
る
が
、

確
實

な
も

の
と
し

て
は
所
謂
五
部
九
巻

の
内
容
を
出

で

な
い
。
就
中
槻
経
疏
四
雀
は
古
來
解
義
分
叉
は
本
疏

と
呼
び
レ
そ
の
他
を
束
ね

て
行
儀
分
又
は
具
疏

と
呼
ん
で
來
た
。

そ

の
所
謂
本
疏

之
具
疏

と
の
成
立
前
後

に
つ
い
て
は
、

良
忠

が
法
事
讃
私
記
に
於

て
、
本
疏

を
初

め
に
置
き
、

具
疏
を

後
と
定
め
て
か
ら

(
浮
全
四

の
三
三
頁
)
後

の
學
者
殆
ど
こ
れ
を
踏
襲
し

て
來

た
が
、

こ
れ
と
反
封
に
具
疏
を
先
と
し

て
本
疏

を
晩
年

の
作
と
推
定
し
た

の
が

今
岡
達
苦

氏
で
あ

つ
た

(
浮
土
學

八
)
。
私
は
少
く
ど
も

こ

の

本
疏
具
ハ疏

の
成

立
前
後

に
就

て
は
、
今
岡
氏

の
啓
拓
に
全
幅

の
敬
意

を
表

し
た

い
と
思
う
。
蓋

し
こ
の
爾
者

に
は
思
想
的

に
見
て
相
當

の
隔

り
が
あ
り
、

時

と
し
て
は
教
義
的

に
矛
盾
す

る
表
現
も
少

し
と
し
な

い
。
古

來
具
疏

を
從
假
入
眞

の
書
と

か
信
後

味
道

の
爲
と
か
と
解
繹

し
て
本
疏
と

の
矛
盾
黙

を
會

通
せ
ん
と
す
る
試
み
も
な

い
で
は
な

か
つ
た
が
、

そ
れ
よ
り
も
思
想

の
獲
展
、

信

仰

の
圓
熟

と
い
う

こ
と

を
考
慮

に
入

れ
て
そ

の
成
立
前
後
を
槍
討
す

る

こ
と
が
、

よ
り

自
然
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

二

然
し
乍
ら
更
に
進

ん

で
具
疏

の
中
の
前
後
關
係
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
め

良
忠

が
法
皐
讃
、
襯
念
法
門
、
往
生
禮
讃
、
般
舟
讃
と
次
第
し
た
の
は
、
暫
く
五
正

行
の
順
序
を
籍
り
た
の
に
過
ぎ
な
い
。
今
岡
氏
は
思
想
内
容
よ
り
推
し
て
、
四

部
の
中
で
は
観
念
法
門
を
最
も
後
と
し
て
い
ら
れ
る
が
、
私
は
寧
ろ
こ
れ
を
初

期
に
扱
い
、
法
、
般
を
中
期
に
、
禮
讃
を
後
期
に
、
而
も
観
輕
疏
と
接
近
し
た

時
代
に
措
定
し
て
見
た
い
と
思
う
。
唯
こ
の
場
合
そ
の
思
想
護
展
の
熟
未
を
知

る
尺
度
は
、
矢
張
善
導
の
撰
蓮
自
身
の
巾
に
求
め
る
よ
り
外
は
な
い
現
状
で
あ

る
。
換
言
せ
ば
輕
疏
の
中
に
善
導
自
ら
の
設
定
し
た
正
雑
二
行
、
構
勝
襯
劣
、

凡
夫
入
報
な
ど
の
教
到
は
、
他
の
著
述
の
純
難
を
知
る
批
到
の
尺
度
と
し
て
参

照
し
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
善
導
が
麟
依
し
た
有
縁
の
経
は
観
経
で
あ
り
、
佛

の
謹
誠
と
聖
檜
の
指
導
を
得
て
註
繹
し
た
も
の
こ
そ
鶴
経
疏
だ
か
ら
で
あ
る
。

然
る
に
、
翻
念
法
門
を
披
見
す
る
に
、
前
者
に
見
得
る
鮮
か
な
駿
立
の
精
稗

が
こ
」
で
は

一
切
埋
没
さ
れ
て
い
る
。
襯
佛
三
昧
と
念
佛
三
昧
が
同
覗
さ
れ
て

い
る
し
、
経
疏
で
不
問
時
節
久
近
と
純
化
さ
れ
て
い
る
構
名
も
、
こ
ゝ
で
は
未

だ
三
萬
六
萬
十
萬
と
多
念
を
は
げ
む
念
佛
で
し
か
な
い
。

 
た
ゞ
此
慮
に
注
意
し
た
い
の
は
、
右
の
事
實
は
翻
念
法
門
の
前
牛
即
ち
三
昧

行
相
分
に
据
つ
て
の
見
方
で
あ
つ
て
、
そ
の
後
牛
即
ち
五
縁
功
徳
分
は
念
佛
者

の
五
種
増
上
縁
や
本
願
加
減
文
を
含
ん
で
思
想
的
に
相
當
な
獲
展
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
黙
襯
念
法
門
は
本
來
二
つ
の
書
で
あ
つ
た
の
が
い
つ
し
か
合
朋
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
な
す
望
月
信
亨
氏
の
所
論
は
卓
見
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
見
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方
を
と
れ
ば
善
導
の
著
述
は
六
部
十
巻
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
は
親
鷺
撰
述

中
に
引
い
た
善
導
繹
文
の
藪
を
調
べ
て
見
た
が
、
総
計
約
百
五
十
文
に
及
ぶ
中

翻
念
法
門
は
最
少
で
僅
か
七
文
、
而
も
そ
の
全
部
が
五
縁
功
徳
分
で
あ
る
。
又

西
本
願
寺
か
ら
獲
見
さ
れ
た
眞
筆
の
翻
輕
小
輕
集
註
の
籐
白
及
び
裏
面
に
書
込

ん
で
あ
る
繹
文
百
九
十
二
文
の
中
鶴
念
法
門
は
十
七
文
あ
る
が
、
こ
れ
亦
悉
く

後
牛
か
ら
の
引
用
で
前
牛
の
部
は
全
く
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
前
後
關
係

を
見
る
一
つ
の
示
唆
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

襯
念
法
門

(前
牛
)
と
反
蝿
に
、
禮
讃
は
律
法
的
な
所
少
く
純
正
漂
土
教
の

特
色
が
豊
か
で
あ
り
、
殊
に
安
心
起
行
作
業
と
い
う
實
践
方
軌
を
明
示
す
る
と

共
に
、
一
行
三
昧
や
專
難
得
失
を
読
い
て
、
襯
念
に
鶉
す
る
構
名
の
優
越
性
を

釧
然
と
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
所
謂
具
疏
中
最
も
輕
疏
に
接
近
し
て
い
る
と
見

な
す
所
以
が
あ
る
。

三

最
後
に
輕
疏
と
禮
讃
の
前
後
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
私
は
次
の
檬
な
理
由

か
ら
疏
前
讃
後
の
奮
読
に
反
封
す
る
。
第

一
に
、
善
導
は
輕
疏
に
於
て
凡
夫
相

懸
の
實
践
法
と
し
て
五
正
行
を
構
成
し
た
。
か
ゝ
る
猫
創
的
な
も
の
を
作
り
乍

ら
、
そ
れ
以
後
に
、
世
親
の
五
念
門
を
借
用
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
大
修
正
の

上
と
は
い
え
、
柳
か
逆
行
の
感
が
あ
る
。
私
は
寧
ろ
世
親
の
五
念
門
を
凡
夫
相

鷹
に
韓
用
し
つ
」
、
禮
讃
の
起
行
と
し
て
活
用
し
、
後
更
に
自
ら
の
創
意
を
練

つ
て
経
疏
の
五
正
行
を
案
出
し
た
も
の
と
思
考
す
る
。

第
二
に
爾
書
の
三
心
糧
に
は
夫
々
特
色
が
あ
つ
て
差
支
は
な
い
が
、
而
も
當

時
の
時
代
的
な
環
境
を
考
え
る
と
、
理
論
を
弄
ば
ぬ
實
朧
的
行
業
と
し
て
の
禮

讃
の
素
朴
な
三
心
繹
が
先
ず
生
れ
、
そ
れ
が
善
導
の
聲
儂
高
ま
り

(と
り
わ
け

龍
門
大
佛
造
顯
の
六
十
才
前
後
に
)
こ
れ
に
俘
つ
て
内
に
は
懐
渾
少
康
な
ど
の

入
室
、
外
に
は
異
學
異
見
の
徒
の
嫉
観
と
反
擾
も
顯
著
と
な
る
に
至
つ
て
、
善

導

一
代

の
教
學

の
大
成
を
試
み
た

の
が
襯
経
疏
で
あ
り
、

か

」
る
意
識

的
な
要

望

に
基
づ

い
て
鑛

充
さ
れ
た

の
が
経
.疏

の
墜
心
繹
で
あ
ろ
う
。

第

三
に
経
疏
中
に
は
次

の
如
き
禮

讃
日
中
讃

と
全
く
共
通
し
た
四
蓮

の
詩
が

「讃

日
」
と
し

て
の
せ

て
あ
る
。

印
ち
定
善
義
水
鶴

の

「
地
下
蕪
嚴
七
蜜
憧
」

等

の
入
句
、

散
善
義
上
下
晶
繹

の

「
上
輩

上
行
上
根
人
」
等

の
八
旬
、

同
中
下

晶
繹

の

「
中
輩
中
行
中
根
人
」
等

の
八
句
、

同
下

々
品
繹

の

「
下
輩

下
行
下
根

入
」
等

の
十

二
句

で
あ

る
。

て
れ
噂

の
句
を
輕
疏
執
筆

の
折
漸
片
的
に
作

つ
て

お
い
て
後
に
か

ゝ
る
感

興
を
憶

出
し
補
足
し

て
禮
讃
を
著

し

た

と

見

る

こ

と

は
、
詩
作
者
の
心
理
に
疏
い
と
思
う
。
寧
ろ
禮
讃
用
に
作
つ
た
讃
文
か
ら
抄
引

し
た
か
、
若
し
く
は
、
経
疏
、
禮
讃
の
底
本
と
な
つ
た
原
本
が
あ
つ
た
か
で
あ

る
が
、
後
者
の
如
き
底
本
に
就
て
は
今
の
所
全
く
手
懸
り
が
な
い
。

其
他
爾
書
の
内
容
膿
裁
全
謄
の
比
較
か
ら
、
私
は
観
経
疏
が
晩
年
の
圓
熟
し

た
最
後
作
で
あ
り
、
禮
讃
は
こ
れ
に
先
行
す
る
準
備
期
の
作
品
だ
と
考
え
た
い

の
で
あ
る
。

善
導
撰
述

の
成
立
前
後

に
っ

い
て
 
(
藤

原
)
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